CORONA 


コ□ナ半密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 

〈保証書付〉保証書は裏表紙に EP 刷されています。 


正し<使って上手に節約 


エスブイ ビーエス エスブイ ビー 

型式 SV-151SBS SV-151SB 

エスブイ ビーエス エスブイ ビー 

SV-S01SBS SV-S01SB 



<SV- 1512 BS-SV-2012 BS> <SV- 1512 B-SV-2012B> 


このたびは、コ□ナ扫油ス I -ーブをお買 
いあげいただき、まことにありびとうご 
ざいました。 

正しくお使いいただくために、この取扱 
説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる 
方びいつでち見られる所に大のに保管し 
でください。 
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田賴〔鶴して Wi : だきたいことほをの(:财こおずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意日未は次のよラになつでいます。 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


A この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または乂災の 

危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しでいます。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が'死 t 、 重傷を負ラ可能性、または乂災 
の可能性び想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物的損害の発生び 
想定される内容を示しでいます。 


A 危険 ( danger ) 


•ガソリン厳禁 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 

少量の混入でち乂災の原因になります。 

V 

(®) 

m.|GASOLINEi%y 
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么警告 ( WARNING ) 


•煙突外れ危険 

煙突び外れたまま使用しないでください。 な!! 

外れでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 W 

み 

P 0 

•煙突閉そく危険 こ； \ こ ベ^ 

煙突びつまったり、ふさびれたままで使用しないでください。 

閱そくしでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 [ v — 

♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 ' 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれで落下しで乂びつき、乂災の / 

原因になります。 1 

31 

手 & 

♦スプレー吿 厳禁 

スプレー生や力 t ットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に（周 > 

囲に）放置しないでください。 け (？) 

熱で生の任力び上びり、爆発しで危険です。 四 

的 

戸 



A 注意 ( CAUTION ) 


♦カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

カーテン-布団や毛巧など燃えやすいちののそばなどで使用しないでく 
ださい。乂災び発をするおそれびあります。 



•巧 I 燃物との距離を離す 

巧燃物との離隔距離についでは標準据付け例 （17 ページ）を参照しでください。 




















A 注意 (CAUTION) 

♦給油時消义 : 

乂災のおそれびありますので、給油は、必す消乂し、乂の気のないとこ 1 

ろで巧つでください。 


♦油漏れ確認 れを fii り^ 1 

油タンク-コ''厶製送油管-接含部-給油コックおよびストーブなどから コム製をぶ 

のな油漏れびないことを確認の上ご使用ください。 

な油び漏れでいると乂災のおそれびあります。 / ^ 


♦異常•故障時使用禁止 く 

油漏れやにおい、すすの発を、炎の色など異常や故障と思われるときは / 

使用しないでください。事故の原因になります。 1 

声叫 


♦高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部(燃焼筒）、煙突に手などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

•ルさいおろ様のいるご家庭では、特にを意しでください。 

♦再点义にミち意 A 

消乂後すぐに再点乂する場含は、ストーブびちめるまで （15 分位）まつでから巧つでください。/!\ 
すぐ再点乂すると爆発燃焼するおそれびあります。 ^—^ 

♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 i 

振動や接離によつでやかんの熱渴びこぼれ、やけどのおそれびあります。 1 

ぶ 

f 〇 

♦分解修理の禁止 ^ 

故障、破損したら、使用しないでください。 1 TM 

不完全な修理は、危険です。 

♦腰をかけたり、物をのせないで べ^ 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ストーブの故障や、やけどのおそれびあ 1 \1 

ります。ストーブの上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 

♦改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ''や煙突には床暖房用の熱交換器などを取巧けないでください。 

乂災や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 

♦換気扇使用禁止 - 

ストーブを使用しでいる同室内で換気扇を使用しないでください。 AL 1^ 

立消えしで爆発燃焼するおそれびあります。 「 1 

また、換気□-給気□は常に確保し、物などでふさびないでください。 11 

， 〇 

• ドラフトレギユレータの取り付け L 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 

次の煙突設置の場合は必す、タブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) ^ 

を取付けでください。 

•集含煙突に接続する場含 

•標準寸法上に立ち上びりび高い場含 

• 風び強くで炎び洗むよラな場含 ^ 

〇 





























A 注意 ( CAUTION ) 

♦電源の接続 

電源は適正配線された単相 10 OV のコンじント外は使用しないでください。 

発熱-発乂の原因になります。電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用-他の電 
気器具とのタコ足配線をしないでください。発熱、発乂の原因になります。 

0 

♦指や異物を入れない 

ストーブの内部に指や巧燃物-針金などの異物を入れないでください。 

けびや乂災の原因になります。 


0 

参 電源コードを傷めない . 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください。く^^^; t 
乂災や感電の原因になります。 1 い?^、 

貧 

0 

•電源プラグは確実に差し込む . , 

電源プラグはコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 y 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用しないでください。 

乂災の原因になります。 

めれた手での抜き差しはしないでください。 グ 

感電の原因になります。 

1 〇 

♦長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必す電源プラグをコンたントから抜いでください。 
乂災やす想しない事故の原因になります。 

€ 

♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び金属物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 


〇 

♦'打油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰化を避けた場所に保管しでください。ガソ IJ ン 
などと一緒に保管しないで < ださい。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 

〇 

•不良な油使用禁止 

変質な油（持ち越したな油など）、不純な油（な油似外の油•水•ごみび混入したな油など） 
などの不良な油を使用しないでください。 

異萬燃焼のおそれが'あります。 

0 

♦初めてお使いになるときのを意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き付くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気を巧っでください。 

また、小鳥やル動物などに影麵する場含び考えられますので、この間は部屋に入れないでくだ 
さい。 

〇 

♦外出する時は消义 

外出のときは、必す運転を停止し消乂しでください。 


〇 
















国使用ずる場所 

ストーフ'を安全に使用するためには、場所の還定か'大切です。 

安全に使用ずるために_ _ 


>マントルピースなどには据付けないでくださし、。 
ストーブび故障したり、 

乂災の原因になります。 


0 


♦標高び1000 m を超える高地では使用しないで 


ください。（空気の濃度び 
薄いため、燃焼に必要な 
空気び不足します。） 



0 


♦クリーニング店、美容院などの化等薬品を使用する場所では使 
用しないでください。化巻薬品などの影響により、異常燃焼や故 
障の原因になります。 

♦乾燥室、温室、飼胃室など、動植物の飼胃裁培に使用しないでください。 
•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の巧え 
ない場所。 

•水平でない場所、不安定な場所では使用しないでください。 

♦不安定な物をのせた棚などの下には使用しないでください。 

•可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所には使用しないでください。 
•階段、避難□などの付近で避難に支障となる場所には使用しないでくだ 
さい。 


効果的に使用ずるために 


参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/じ\びけましよラ。 


ストーブ'の周のに障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によってストーフ''本体の温度び上昇しで危 
辟です 

使用場所には十分ミ主意しで効果のに使用しで<ださい。 




























固さ部の名赖 

外観図 


SV-1 己 12BS • 2012 BS 


正面 


燃焼筒ふた 
燃焼筒 


のぞさ窓 



天板ガード 

遮熱板 

タンク取っ手 
給ミ由□ふた 

油タンク 

油量計 
油量調節ダイヤル 


巧震 g 動消乂装置 
じット レバー 

油量調節器 
リじ ッ トレ バー 
スト レーナ 
ケース 
電源スイッチ 
ヒータ ランプ 


背面 


送油パルプ 

タンク固定金具 
水平器 


電源コード 



煙突接続 □ 


ヒータカノ \一 
点乂ヒータ(内部） 


サーモスタット(内部） 


構造図 


SV-1512B • 2012 B 


正面 


燃焼筒ふた 
燃焼筒 


燃焼 U ング- 

油量調節器 
IJ たットレバー- 
ポットパーナ. 
架台 
調節脚 
置台 



天板ガード 


上面板 


——仕の板 

-油量調節つまみ 
—です板 


■電源スイッチ 
ヒータ ランプ 
クース 
ム製送油管 
•ケース止めねじ 

-スト レー ナ 

——電源コード 


背面 


水平器 

巧震自動消乂装置 
じツト レバー 



煙突接続 □ 


ヒータカノく一 
点乂ヒータ(内部） 


サーモスタット(内部） 


SV-1512BS • 2012 BS 



風量の曾スイッチ 

油量調節ダイヤル 

電磁な 


巧震 g 動消乂装置 

I燃焼巧送風機 
風量制御板 
巧震 g 動消义装置 
たット レバー 

油量調節器 
IJ じット レバー 

油量調節器 
スト レーナ 


SV-1512B • 2012 B 


風量の誓スイッチ 
油量調節つまみ 

電磁角 


油量調節器 
リじツトレバー 


スト レーナ 



燃焼巧送風機 

風量制御板 


巧震 g 動消乂装置 
コム管 □ 
巧震自動消乂装置 
12ットレバー 

油量調節器 











































































































































































































































参極度に変質したち 
のは、黄色味びか 
ったり、すっぱいに 
おいびします。 

参必すな巧用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

参な巧はシーズン中 
に使いきりましよラ。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所で巧つでください。） 



な油は 
めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 


不良な油（変質'打油•不純な油）とは’ 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
巧'油 


0 


鑛暖 


長期間曰化に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した巧油 


0 


容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポ U 
容器で保管し 


たのミ由 



凸巧用前の準備 


燃料 


燃料は必すなミ由 （ JIS 1 号な油）を使用しでください。 

危険 j ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 


ま意]不良巧油（変質巧油、不純巧油）は、絶対に使用しないでください。点乂、消乂しにくくなったり、 
燃焼び悪くなつですすび出たり、製品の寿命を縮めます。 


^ま意巧油は、必す乂気、雨水、ごみ、高温および直射日光を避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどど一緒に保管しないでください。誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 


(§) 

0 

〇 


勺(•ごみ•ガソリン 
重’;由•機械’;由- 
度んぷらミ由… 


■変質な油や不純な油などの不良'打油を使用すると、機器の故障の原因になります。 

参油の程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ス I -ーブの損傷を早め、故障の原因になります。 
参水やごみび送油経路に流れこみ、油漏れや燃焼不良-着乂不良の原因になります。 

■変質な油や不純幻油などの不良な油を使用したときは ••• 

参お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


たま爾）•変質なミ由、不純なミ由などの不良なミ由び原因で修理されたときは、保証期間中でち保証の対象外となります。 
•変質な巧の処理でお困りの場合は、な巧をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 


■給油の際の手順とミ主意 


SV -1512 BS • 2012 BS 


1 •必す消乂しでください。 

2 •送油バルブを閉じでから、送ミ由ホー 
ス継手ス IJ - ブを引きちどしで送油 
ホース継手を外しでください。 

3 •タンク固定金具をゆるめ、油タンク 
を取り外します。 

4 •給油□ふたをはすし市販の給油ポン 
プでな油を給ミあしでください。油 量 
計の針び「満」をさしたら給油をや 
めでください。 

5 •ちとどおりミ由タンクをス I -ーブに取 
付けでください。 

必すタンク固定金具で固定し、送油 
ホース継手はス IJ - ブを引きちどし 
なびらプラグに"カチッ"と音びす 
るまで確実に押し込んでください。 



送巧バルブ 


Mi 台油び終わりましたら、給油□にあるフィルタを取出しでかやごみを捨て 
でください。フィルタは必すちとどおり取巧けでください。 


SV -1512 B • 2012 B 


•送油バルブを閱じで給油□ふたを外し 
市販の給油ポンプでな油を給油しでく 
ださい。 

油 量 計の針び「満」をさしたら給油を 
やめでください。給油後は給油□にあ 
るストレーナを取り出しで、水やごみ 
びたまつでいたら掃除しでください。 


給ミ由ポンプ 


f 於萌内部) 


送ミ由バルブ 
水グージ 
水抜きバルブ 
ゴム製送';由管 

2 •ストレーナを取付けで、給油□ふたを 
必すちとどおりに締めでください。 



注意 I 乂災のおそれびありますので、給油は、必す消乂し、乂の気のないところで巧つでください。 

•給ミを□ふたは、確実に締めでください。 

•給ミをの際に、か、ごみなどを入れないよラ特にま意しでください。水•ごみなどは燃焼不良や、ストーブ'の寿命低下 
などの原因になります。 

•こぼれた口'ぶはよくふきとつでください。 

•ミをタンクの油 量 計び「空 J になるまで燃焼させるとストーブよりすすび発生し、故障の原因になります。 


巧びかた 
や巧すし 
みのわ入 
ご外の混 
• Z 3 んち巧 
水油ほでの 










































































■燃料のれのミ主意と空気抜含のちま 


SV-1512BS • 2012BS1M SV-1512B - 2012 B 


油タンクを空ししないよつしま 
意しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、 
送油経路内に空気びたまり、 
正常に送油びできなくなるこ 
とびあります。 



油タンクを空(こしないよラ(こミ主意しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできな 
くなることびあります。このよラな場合は次の順唐で空気抜きをしでください。 

1•送油バルブを閉め油タンクに給油します。 

2•ストーブのコ''厶管□から、コ''厶製送油管を外します。 

3•送油バルブを開けコ''厶製送油管から油び連続しで流れ 
出ることを確かめでからコ''厶製送油管をちとどおりに 
ス I -ーブに取り付けます。（油びこぼれないよラに容 
器を用意しでください。） 



運輯開始前の準備と確認 

■を全装置のじット、取扱上のを意 
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1 .巧震白動消乂装置のじット 

巧 震 自動消乂装置じット 
レバーをちどらないとこ 
ろまで巧し下げでくださ 
し、。（じットしなければ 
使用できません。） 

•巧震自動消乂装置じットレバーのじットは、静かに巧し下 
げでください。 

•ストーブはか平でない場所や、不安定な場所では使用しな 
いでください。（消乂装置が'誤作動する原因になります。） 
•ふだんは、巧震自動消乂装置による消乂（ストーブに強い 
衝撃をあたえで消乂すること）を絶対にしないでください。 
•作動後はちとどおりにじットしでください。 

2 •油 量 調節器のじット 

ミあ 量 調節器 IJ じットレ 
バーを「カチン」と音び 
するまで下に押します。 


•ストーブの油量調節ダイヤルは必す「消乂」にしでおいで 
ください。 

•油量調節器リじットレバーは、静かに押しでください。また、 
油タンクの送油バルブを開いた状態でリじットレパーを長 
く巧しでいますと、油量調節器より油びあふれ出ることび 
ありますのでを意しでください。 
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1 - 巧震自動消乂装置のたット 

巧 震 自動消乂装置じット 
レバーをちどらないとこ 
ろまで押し下げでくださ 
し、。（じツトしなければ 
使用できません。） 



•巧震自動消乂装置じットレバーのじットは、静かに押し下 
げでください。 

•ストーブはか平でない場所や、不安定な場所では使用しな 
いでください。（消乂装置が'誤作動する原因になります。） 
•ふだんは、巧震自動消乂装置による消乂（ストーブに強い 
衝撃をあたえで消乂すること）を絶対にしないでください。 
•作動後はちとどおりに t ットしでください。 

2 •油 量 調節器のじット 

油 量 調節器 IJ じットレ 
バーを「カチン」と音び 
するまで下に押します。 


•ストーブの油量調節つまみは必す「消乂」にしでおいでく 
ださい。 

•油量調節器リじットレバーは、静かに押しでください。また、 
油タンクの送油バルブを開いたが態でリじットレパーを長 
く巧しでいますと、油量調節器より油びあふれ出ることび 
ありますのでミ主意しでください。 



■送油経路の油漏れ確認 

^^ま意1油タンク-ゴ厶製送油管-接含部-給油コックおよび機器などからな油漏れが'ないことを確認の上ご使用 
ください。な油が'漏れでいると乂災のおそれが'あります。 


参油漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じでからお買い求めの販売店または、おおくのコ日 
ナサービスじンターにご相談ください。 


■電気配線の確認 

A ま意 I 電源プラヴをコン t ントに根元まで確実に差し込んでください。 

•電源コードび煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

( HD 電源プラグ•コードの発熱•発乂を防ぐために…… 

•電源は、必す適正配線された単相 100 V のコン t ントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用、他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 



















































国使用方法(巧い方) 


運転開始(点乂) 

■点乂順唐 
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I •油タンクの送油バルブを 
開いでください。 


3 •電源スイッチ「入」を押 
しでください。 

ヒータランプび点なしで 
点乂ヒータびホ熱し、し 
ばらくすると着乂します。 



2 •油量調節つまみの白線を 最大义方 

「点乂」に合わせます。 

(図は SV -1512 巨の場合） 



•初めで使用する場合、油タンクより油量調節器内への油び流れでくるまで時間びかかりますので、2〜3分放置後、 
点乂操作を巧ってください。 

争点乂の際には、のぞき窓より着乂を確認しでください。着乂しない場合は油タンクの送油バルフ''の開放および、巧 
震自動消乂装置、巧量調節器のじットを確認しでください。 


义力調節 


广 SV -1 曰 12 BS • 2012 BS 

r 



- N 

ヒータランプ消な（点乂後 

— 

V 

— 、 


15分位）後、油量調節ダイ 





ヤルを目盛「1」〜「6」の間 ， 

bJ 




で、ご希望の乂力に合わせ/ 


ン^^な 



でください。 


{ ra 

=1 


f 

〇11'ミま意>庙量調節夕'イヤルを目盛川から「消乂」の間 

に含ねせでの使用は絶対にしないでくださし、 

〇 






_/ 



■炎のが態 

ストーフ''の据巧けや煙突の設置条件で、炎は多少変化します。 

参燃焼中の炎びかたよったり、上下変動することびありますび、異常ではありません。 























































































運転停止（消义) 

■消乂順唐 
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1 - 油量調節器 IJ じットレバ 
-を"カチン"と音びする 
まで押し上げでください。 

2 •油量調節ダイヤルの「消 
乂」を矢 EP に合わせます。 



3 •乂び消えたことを確かめ、 
ポットバーナびを却しで 
から電源スイッチ「刷を 
巧しでください。 

4 •ミ由タンクの送ミをバルブを 
閉じでください。 
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1 - 油量調節器 Utz ットレバ 
-を"カチン"と音びする 
まで押し上げでください。 

2 •油量調節つまみの白線を 
「消乂」に合わせます。 

3 •乂び消えたことを確かめ、 
ポットバーナびを却しで 
から電源スイッチけ刀」を 
押しでください。 

4 •油タンクの送油ノリレブを 
閉じでください。 



注意1 2日が上家をあけるなど長時間使用しない場含は、運転び完まに停止してから電源プラグをコンたントから巧いてくださし、。 
•消乂後は必す電源スイッチを巧ってください。 

「入」のままにしでおきますとしばらくしでヒータランプが'点のし、点乂ヒータが'ホ熱したままとなります。 

•外出のときは、必す運転を停止（消乂）しでください。 


消义後、再点义ずるとをの注意 


■油 量 調節ダイヤルまたは油 量 調節つまみで消火した直後に再点火するとき 
A ミ主意 I 再点乂に注意 

消乂後すぐに再点乂する場合は、ストーブが'をめるまで （15 分位）待つでから巧つでください。 

すぐ再点乂すると爆発燃焼するおそれが'あります。 

■な油が'のれで自然に消火し、再点火するとき 

1 •ミ由量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「消乂」にし、電源スイッチを切つでください。 

2 •給油しで、ス I -ーブが'冷却しでいることを確かめでください。 

3 •ミを量調節ダイヤルまたはミ由量調節つまみを「点乂」に合わせで、電源スイッチを入れでください。 

このとき必すヒータランプが'点なしでいることを確かめでください。 

ヒータランプが'点なしでいない場合は、油だまりになります。油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを一旦「消乂」 
にし、ヒータランプび点なしたら、油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「点乂」に合わせでください。 

使用上のま意 


本書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください)」の他に、次の項目についでちま意しでく 
ださい。 

A 警告 I 煙突閉そ < 危険 

煙突びつまったり、ふさびれたままで使用しないでください。閱そくしでいると運転かに排ガスび室内に漏 
れで、危険です。 

参ストーブの上面板-燃焼筒- 乃ー ドなどは高温です。やけどにミ主意しでください。 

特におろさまをストーブに近づけないでください。 

•煙突は高温です。やけどにを意しでください。 

参天板ガードは、地震などにより可燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取り外した 
場合は、必すちとの状態に取付けでおいでください。 

•ス I -ーブ周图はふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。変色や変おする場合びあ 
ります。 

参シーズンオフのよラに長時間使用しないときは、コンじントから電源プラグを抜いでください。 











































画まを装置 

震自動消)^装置___ 

参強い地震（震度約5必上）や衝撃を受けたとき、ストーブ'の運転を停止します。 

参ス I -ーブの周适や煙突の接続部-煙突トップの外れ、油漏れなどの異常びないことを確認しでから点乂操作をしでく 
ださい。 

•再点乂は油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「消乂」に合わせでから巧震自動消乂装置たットレバーをじットし、 
ポットバーナびち却しでヒータランプび点なしたら、油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「点乂」に合わせで 
使用しでください。 

停電安全装置 _ 

参停電や電源プラグびおけたときは自動的に安全油量に切り替わり、自然通気で燃焼します。 

煙突の高さび標準ブま必下に0ページ参照）の場合はラまく燃えませんので消乂しでください。 

•通電後は自動的に油量調節ダイヤルまたは油量調整つまみの乂力で強制通気燃焼にちどります。 


因曰常の点巧•手入れ 

点跨手入れのときの注意__ 

点検-手入れは消乂後、ストーブび十分をえでから、必す電源プラグをコンじントから抜いで巧つでくださし、。 


A ま意1•故障•破損したら、使用しないでください。不完をな修理は危険です。 

•定期のに年に1回程度）に点検•整備を受けでください。点検を受けすに長期間使用し続けると、故障や事故の原因 
になります。 


毎検、手入れの必要事項、時期、方法 

■周囲の巧燃物（使用ごと） 

心主意 I ストーブおよび煙突の周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり•ちれ（使用ごと） 

•ストーブにほこりび巧いた状態で運転をしないでください。 

•ス I -ーブ外観のほこりやちれは乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。シンナー-アルコール • 
ベンジンなどは使用しないでください。 

■油漏れ•ミ由のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

•置台-ミ由タンクに油漏れ-油のたまりや油のにじみびないか、点検しでください。 

また、給ミ由の際にこぼれたな油はよくふきとつでください。 

(お願い） 

参油漏れが'ある場合は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検-交換の目安（シーズンのネ刀め) 


ま意 I 油タンクやゴ厶製送油管-接を部-給油コックおよび機器などからな油漏れが'ないことを確認の上ご使用く 
ださい。 


r ごま意） •ゴ厶製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでいます。 

•ゴ厶製送油管は、経年変化しますので手で少し巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるときは 
交換しでください。交換の目安は、 3 年に 1 度です。交換はお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナ 
サービスたンターに依頼しでください。 
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点検、手入れの必要事項、時期、方法 
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■油タンク（シーズンのネリめ、適時) 
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ミ由タンク内には、水やごみびたまりやすく、多くたまるとストーブへ流出しでな油 
の流れを妨げで十分な乂力び出なくなります。ときどき、次のよラに水を抜いでく 
ださい。 


1 •給ミあ□より給ミ由ポンプなどで油タン 2 •油タンク内の残ったな油や水は、油 

ク内のなミ由を排出しでください。 タンクをさかさにしで、給油□から 
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油タンク内は、水やごみびた 
まりやすいちのです。給油の 
とき点検しでください。 

参油タンク内の水おきおよび 
清掃は、油タンク付属の取 
扱説明書に従って巧って< 
ださい。 



■煙突の接続部のゆるみおよびトップの周囲（シーズンのネリめ、適時） 

参煙突の接続部、煙突トップの外れびないかを点検しでください。煙突び腐貪したり、巧びあいたりしでいると危険 
です。新しい物に交換しでください。 

•煙突のおくには、燃えやすい物を置かないでください。 

参煙突内や煙突トップび雪や氷でふさびれでいないか、落雪などで倒れでいないか点検しでください。 

参煙突内に結露で生じた水滴び凍つでつまると危険です。点乂時に煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出たら 
消乂しで、煙突内を点検しで<ださい。 

参煙突びル鳥の巣や紙などでふさびれでいないか点検しでください。 


@願い）•煙突が'破損しでいた場合は、お買い求めの販売店またはおおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 


■ミ 由 量調節 器のストレーナの 掃除(適時）を買い求めの販売店またはおおくの]□ナサ-ビスじンタ-に依頼しでください。) 
•油量調節器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまるとな油の流れを妨げで、十分な 
乂力び出なくなる場合やな油び漏れるおそれびあります。1シーズンに1〜2回（シーズン初めなど）は、お買い求 
めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに掃除-点検を依頼しでください。 


■燃焼 用 送風機の掃除（年1回]^上） r お買い求めの販売店またはおおくの]□ナサ-ビスじンタ-に依頼しでください。) 


参燃焼用送風機フアンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなったり、音び大きくなっでくるこ 
とびあります。次のよラに燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いでください。 

1 •油タンクを取り外しでからクースを外し、燃焼用送風機に組み込まれでいる 
風量制御板を外しでブラシなどで静かにほこりを取り除き、掃除機で吸い取 
っでください。 

2 •掃除び終わりましたら、風量制御板ち必すちとどおりに取巧けでください。 



掃除機 


風量制御板 


にま意） 

•燃焼用送風機ファンに巧いたほこりを取り除くとき、燃焼用送風機ファンを変おさせないでください。 

燃焼用送風機ファンに力をリ日えますと、巧びりや傾きび生じで、異常音や異常燃焼の原因になるので力を U 日えないよラにしで 
ください。 
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■点乂ヒータの点検（シーズンのネリめ） な潰い求めの販売店またはおおくのコ□ナサ-ビスじンタ-にの頼しでください。^ 
点乂ヒータや点乂しんにすすび付着すると、ホ熱び低下したり、油の吸上げび悪くなったりしで点乂しにくくなり、 
着乂不良の原因になります。 

(pMtTO •点乂ヒータの点検*交換は、必すお買い求めの販売店またはお近くのコ□ナサービス t ンターに依頼しでください。 


■のぞ含窓の掃除（適時） 

•煙突の設置不良びあると、油たまりをおこしたりします。油たまりをおこしたりしますとのぞき窓びすすけること 
びあります。のぞき窓びすすけで炎び見えにくくなつたときは、燃焼筒ふたを外しで、のぞき窓をふいでください。 


1 •天板ガードを外し、燃焼筒ふたを外しでください。 

2 •やわらかい巧などでのぞき窓の内側をふいですすを取り除いでください。 

3 •掃除び終わりましたら、ちとどおり正しく組み立ででください。 

( pi ® のぞき窓には、かをかけたり、衝撃をちえたり絶対しないよラを意しでください。 



■地震などの災害が'発生したときの点検についで 

地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必す次の点検を巧ってください。 
•煙突まわりの外れ、漏れの確認 
•機器の損傷点検 
• なミ由配管からの漏れの確認 

参点検で異常び見つかった場合は、お買い求めの販売店またはコ□ナサービスたンターに修理を依頼しでください。 


国定期点巧 

長期間ご使用になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスじンター修理資格客〔(財）曰本石油燃焼機器保守協舍 （TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理 
講習舍修3客（石油機器技術管理±)など]のいる店にご相談ください。 


愛情点検 

I長年ご使用の半密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症がは 
ありませんか 

•ミ由漏れびする。 

•強い臭いびする。 

•運転中に異常な音が'する。 
•その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必すお買い求めの販売 
店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに 
ご連絡ください。点検•修理についでのご費用 
など詳しいことはお買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス它ンターにごホ目談くだ 
さい。 
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回が障 • 異常の見分け方と処置方法 


使用中に異常が'ありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンター 
にご連絡ください。 


現 象 

原 因 \\ 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

を 

る 

使 

巧 

巧 

に 

消 

乂 

す 

る 

油 

漏 

れ 

び 

友 

る 

臭 

い 

び 

す 

る 

処置ちま 

点乂ヒータの断線 


• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 

点乂ヒータと点乂しんとの位置関係が'悪い 


• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

巧震自動消乂装置が'作動した 


• 






たットレバーを矢巧位置にじットする 

送油バルフ'力 s ' 閉まっている 


• 



参 



送油パルブを開く 

油量調節器リじットレバーびたットされでいない 


参 






油量調節器リじットレパーを它ットする 

油量調節器に水、ごみが'ついでいる 


• 

參 


参 



お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

油量調節器の故障 


• 

參 

• 

参 



お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

ストーブび傾斜しでいる 




• 




ストーブを水平に調節する 

煙突の横引きび長過ぎる/煙突び短い/煙突び細い 




• 




お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

煙突のドラフトが'強過ぎる 



• 





お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

煙突工事不適当のため、逆風現象びある 





参 


• 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 

煙突びつまっている 




• 

• 


参 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

燃焼リングの取巧けび悪い 




参 




正し<取付ける 

燃焼用送風機にほこりが'たまっで風が'弱くなっでいる 




参 




燃焼巧送風機ファンのほこりを掃除機などで掃除する 

サーモスタットの故障 


• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 

電源スイッチの故障 

• 

• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

点乂トランスの故障 


• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

ポットノ \ーナ内にすすが'たまっでいる 


• 

参 

• 




お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

送油ホース継手びゆるんでいる 






• 


締め直すミ由タンクの取巧けり9ぺージ参照) ( SV -1 51 2 BS ‘ 201 2 BS のみ） 

コ''ム製送ミ由管に空気だまりびある 


参 

参 


参 



燃料 t 肌のま意と空気抜きちま (6 ぺ-ジ)を参照に空気抜きをする ( SV -1512 目’201犯のみ) 

コ''ム製送ミ由管び折れでいで、な油び流れにくい 


参 

参 


参 



コ''ム製送油管の折れを直す 

コ''ム製送ミ由管締付バンドびゆるんでいる 






参 


締め直すのソ-15126-2012巨のみ） 


画部品交巧のしかた 

部品交換のときの注意 


たま意) 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要の場合には、お買い求めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスたンターちしくは修理資格者〔（財）曰本石油燃焼機器保守協含で巧ラ按術管理講習含修了者（石油機器 
按術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はとご指定ください。 

•コ□ナ純正でない部品を使用の場合には、本体の機能び損なわれたり、事故や故障の原因となります。また、保証期間内 
であつでち本体の保証び受けられません。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


項 目 

巧 谷 

使用期間により交換が'必要な部品 

ポットバーナ-点乂ヒータ-燃焼リンブ-バッフル 

環境により劣化しやすい部品 

燃焼用送風機-コ''厶製送ミ由管 

変質-不純なミ由の使用により努化しやすい部品 

ミ由量調節器-電磁な 


13 

















































国保管(長期巧ほ用しない場合） 

シーズン終3時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•手入れの項 （10 〜12ページ）を参照し、次の要領で保管 
しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

么ミ主意 I 長期間使用しないときは、電源プラグを巧いでください。 


2•油タンクの送油バルブを閉じでくださし、。 


3 •本体のごみやほこりを取つでください。 

参掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

4•本体をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5•ストーブは据巧けたまま保管しでください。 

参どラしでも取り外しで保管されるときは、ポ IJ 袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいください。 

参;タシーズンに据巧けるときには、必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでくださし、。 


画仕様 


型式の呼び 

SV -1512 BS (畐本型す SV -151 BS ) 

S V -201 2巨 S (薑本型す SV -201 BS ) 

SV -1 己12巨语本型式 SV -151 目） 

S V -2012 B (基本型な SV -201 B ) 

種 類 

ポット式-強制通気形-白然対流形 

ポットす-強制通気形-白然巧流お 

点 乂ち式 

電気点乂す 

電気点乂す 

使用燃料 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

燃料消費量 

最大 

17.0 kW (1.652 L / h ) 

24.27 kW に. 359 L / h ) 

17.0 kW (1.652 L / h ) 

24.27 kW (2.359 L / h ) 

最ル 

3.70 kW (0.36 L / h ) 

6.79 kW (0.66 L / h ) 

3.70 kW (0.36 L / h ) 

6.79 kW (0.66 L / h ) 

発熱量 

最大 

61,190 kJ/h 

87,380 kJ/h 

61,190 kJ/h 

87,380 kJ/h 

最ル 

13,340 kJ/h 

24,450 kJ/h 

13,340 kJ/h 

24,450 kJ/h 

熱効率 

最大 

66 .己％ 

64.4% 

66.5% 

64.4% 

最ル 

己 4.0% 

己 4.0% 

54.0% 

54.00 /o 

暖房出力 

最大 

11.3 kW 

15.6 kW 

11.3 kW 

15.6 kW 

最ル 

2.0 kW 

3.66 kW 

2.0 kW 

3.66 kW 

ミ由タンク容量 

1 己.己 L 

20.0 L 



標準適室 

温暖地 

木 造 48.01 Tf に 9 置)まで 

コンク IJ - 卜66.01 Tf (40 置)まで 

木 造 66.01 Tf (40 置)まで 

コンクリート90.51 Tf (55 置)まで 

木 造 48.0 m 2 に 9 置)まで 

コンク IJ - 卜66.01 Tf (40 置)まで 

木 造 66.0 m 2(40 置)まで 

コンクリート90.51 Tf (55 置)まで 

寒を地 

木 造 48.01 Tf に9置)まで 

コンクリート76.01 Tf (46 置)まで 

木 造 66.01 Tf (40 置)まで 

コンクリート105.己 iTf (64 置)まで 

木 造 48.0 m 2 に9置)まで 

コンクリート76.01 Tf (46 置)まで 

木 造 66.01 Tf (40 置)まで 

コンクリート105.己 m 2(64 置)まで 

外形寸法（置台を含む） 

高さ 755 mm 幅 685 mm 奥行420 mm 

高さ 885 mm 幅735麵奥行 470 mm 

高さ 755 mm 幅600 mm 奥行 420 mm 

高さ 885 mm 幅 650 mm 奥行 470 mm 

質 量 

32.5 kg 

41.0 kg 

23.0 kg 

32.5 kg 

電源電旺及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

100 V 己 0/60 HZ 

定格消費電力 

点乂時 78/77 W 

燃焼時（大 )22/20.5 W (ル) 11/10.5 W 

点乂時 77/76 W 

燃焼時（大 )27.5/25 W (ル) 15.5/15 W 

点乂時 78/77 W 

燃焼時（大 )22/20.5 W (ル) 10/9.5 W 

点乂時 76/75 W 

燃焼時（大 )27/24.5 W (ル) 15/14.5 W 

煙突の呼び径 

106誦 （3 寸5分） 

106 mm (3 寸5分） 

煙突の壁實通部の孔径 

11〇麵 

11 0 mm 

標華ドラフト他撮大謹瞒 

-11.8 Pa (-1.2 mmH 20) 

-18.6 Pa (-1.9 mmH 20) 

-11.8 Pa (-1.2 mmH 20) 

-18.6 Pa (-1.9 mmH 20) 

排気温度 

700で]^下 

780で]^下 

700で]^下 

780で於下 

安全装置 

巧震白動消乂装置-停電安全装置 

巧震白動消乂装置-停電安全装置 

付属品 

置台1個、天板ガード1個、調節脚4個、 

遮熱板 ( SV -2012 BS のみ)、取あ説明書 

置台1個、天板ガード1個、調節脚4個、コ''厶製送'巧管1本、 

コ''ム製送油管締付バンド2個、取扱説明書 


標準適室は、一般社団法人-曰本ガス石ミ由機器工業含の算定薑華によります。 
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画ア フターサー ビス 

保証について 


•このコ□ナ石油ス I -ーブには保証書びついでいます。（裏表紙に EP 刷されでいます。） 

保証書は、必す「お買いあげ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、大切に保管しでください。 
•保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

参なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 
• 変質な油や不純な油などの不良な油、またな油必外の燃料使用による故障や事故。 

♦誤った使用ちまによる故障や事故。 

♦シ IJ コーンび原因の修理、シ IJ コーン配合の商品を使用したとき。 


修理を依頼されるときについて 


参「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （13 ページ）の項に従ってお調べください。直らないときは、ご使用を中止し、 
必す電源プラグを抜いでからお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスたンターにご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内容は;欠の通りです。 

①品名⑤型式の呼び⑤お買いあげ曰④故障の状況（できるだけ具体的に）⑥ご住所•ご氏名•お電話塞号 
♦品名、型式の呼び名は取扱説明書（保証書）をごらんください。 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただきます。 
参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターにお問い合わ 
せください。 


■保証期間が過ぎているときは 

•お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターにご相談ください。修理によって使用できる製品についでは 
お客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石巧ストーフ''の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後7年です。 
v _ J 


国据付け•巧設 

据付け.移設工事は販売店に依頼する_ 

据付けや移動工事は販売店または、据巧け業客に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 

据付け場所の選定 および 標準据付け例 _ 

据イ寸けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑準などまちの薑華びあります。取扱説明書（工事編）の「特 
にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください)」をお読みになり、販売店または据付業客とよくご相 
談しでください。また、「標準据イ寸け例」についでは17ぺージ、「煙突の取り巧け」についでは20ぺージを参照しでくださし、。 

据付け後の確認 _ 

据付けび終わりましたら、ちラー度、取扱説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお 
守りください)」をお読みになり、取扳説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認し 
でください。 

試運転 

_ —■■iiiiii : ん〜か-:子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご子ご甲..山山山山山山山山山山山山^^ ♦■•.一 * i 

試運転は販売店または据付業客とご一緒に必す巧ってください。 

試運転（運転準備^運転^消乂）の手順についでは、取扱説明書（工事編）の21ページを参照しでください。 
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絵表示の例 


A 記号はを意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図のかに具体的なま意内容（左図の場合は一般的なミ主意）び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容び描かれでいます。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図のかや近傍に具体的な指示内容び描かれでいます。 


A 離た この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業客び、またはその作業後の不具合によって使 
胃 im 用客び、死 t 、 重傷を負ラ可能性、または乂災の巧能性び想定される内容を示しでいます。 

A C - t ™ この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業客び、またはその作業後の不具合によって使 
/±;1ジ\ 用客び、傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しでいます。 


この取扱説明書「工事編」には、安全に正しく据巧けでいただくために、いろいろな絵表示び記載されでいます。 
その表示と意日未は次のよラになつでいます。内容をよく理解しでから本文をお読みになり、据巧工事を巧ってくだ 
さし、。 






A 警告 


•据付けや移副よ、販売店または据付工事業者が行ってください。 

お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電や乂災の原因になります。 


〇 


•据付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準など法令の基準を守って 
行ってください。 


〇 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが'室内に巧満しで危険です。 
必す屋外に排気しでください。 


0 


•煙突は確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定しでください。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中に排ガスび室内に漏れで危険です。 



〇 


A 注意 


•次の場所には据付けない乂災や予想しない事故の原因になりまず 

•水平でない場所、不安定な場所 
• 不安定なちのをのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の巧えない場所 

• 付近に燃えやすいちのびある場所 

•階段、避難□などの巧おで避難の支障となる場所 

•マントルピース内 

•温室、飼育室など人のいない場所 


0 


n 特に注意していただきたいことほ全のためにおずお守りください) 


A0© 
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A 注意 


•可燃物との距離を離ず 

• ストーブおよび煙突から周囲の可燃物までの離隔距離は乂災予 
防条例で規定されでいます。図のよラにしでください。 
•ストーブは付属の置台の上に据付けでください。 

•不燃物の場合でち保守点検や性能維持のためち図離隔距離をと 
つでください。 


〈標準据付け例〉 




参家屋貢通部のミ主意 

• 煙突び可燃性の壁などを震通する部分は必すめびね石を使用し 
でください。 

• 小屋裏、天片裏などにある部分は金属必外の不燃材料で防乂上 
有効な被覆を巧って < ださい。 

•可燃性の壁-天井-小屋裏-天片裏などを震通する部分及び、 
その付近では煙突の接続はしないでください。 



貨通する壁より/-- 

層いしと。 f 地区により異なることびある^ 

k ので乂災予防条例を参照する。/ • 


•煙突の固定 

•煙突は、風や振動などで倒れないよラ支え金具やちえ線などで固定しでください。 

•煙突は、 1.5 〜 2 m おきに固定金具で固定し、自重をちえる部分はちえまたは吊り金具で堅固に支持し 
でください。 



•ドラフトレギュ レータの 取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

なの煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取巧けでください。 

•集合煙突に接続する場合 
• 標準寸法必上に立ち上びりび高い場合 
• 風び強くで炎び洗むよラな場合 


ドラフト レギュレータ 




参油タンクとの距離を離ず 

•ミあタンクは、ストーブより 2 m 必上離しで据巧けるか、防乂上 
有効な遮へいを設けでください。 

• 据置式のミをタンクは、不燃巧の床上に据付けでください。 




2 m ]^ 上 



参ゴム製送油管の屋外使用禁止 

コ''厶製送油管は屋外で使用しないでください。 
ひび割れを生じで油漏れの原因になります。 


参煙突の点検 

据付けが'終わったら、ちラー度点検しでください。 

次のよラな取付けは、危険であったり、不完全燃焼をおこすおそれが'ありますので、必す修正しでくださ 
し、。 


0 

〇 


•下り勾配、下向き巧びり禁止 



• トップと建物（隣家を含む）の開□部 
(窓など）は 1 m 赵上離れでいること 
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国開こん 


個包箱には、次の付属品び入つでいますので確認しでください。 


SV-1 曰 12BS • 2012 BS 


部品名 

個数 

用 透 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

天板ガード 

1 

上面板の上に取り付ける 

調 節 脚 

4 

ス1-ーブの水平調節 

遮 熱 板 

1 

壁面遮熱用 （ SV -2012 巨 S のみ） 

取扱説明書 

1 





部品名 

個数 

用 透 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

天板ガード 

1 

上面板の上に取り付ける 

調 節 脚 

4 

ス I -ーブの水平調節 

つ'' ム製送》管 

1 

ミ由タンクとストーフ''の接続 

If ム製送 a 管締付バンド 

2 

コ''ム製送巧管接続部の締巧け 

取扱説明書 

1 



\ _ / 


回据付け 

据付場所の選定 


据付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑準などまちの薑準びあります。16〜17ページの「特にま意しで 
いただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店または据巧業客とよくご相談しでください。 
また、「標準据巧け例」についでは17ぺ一义「煙突の取巧け」についでは20ぺージを参照しでください。 


据付け方法 

■置台の取り巧けとか平調節 


ストーブの下には必す置台を使用し、ストーブを水平に据付けでください。 



1 •付属の調節刷4個をストーフ''の 
架台部にねじ込んでください。 



2 •水平器を見なびら4個の調節 
刷を調節しでス I ブを水平 
に据付けでください。 



参上から見で、水平器のおちりが'ホ 

丸内にあれば、水平になります。 
v _ y 


•ストーフ''は必すか平に据がけでください。燃焼の不具含を生するばかりでなく、巧 震 自動消乂装置び正しく作動しないおそれび 
あります。 


■天板ガードの取り付け 

図のよラに天板ガードをストーブ上部の長巧4力所に差し込んでください。 


■遮熱板の取り巧け （SV-2012 目 S のみ) 



天板ガード 


ストーブと周固の可燃物との離隔距離を 100 cm にする場合は、必す本遮熱板をストーブに取り付けでください。 
また取巧け作業をする際は必す手袋等をし、安全に十分を意しでください。 


•ち図の位置に趨熱板をじツトし、 
側面のツメ部 （4 力所 ）を方一 
ドに巻きつけるよラに曲げで固 
定しでください。 


遮熱板 


ツメ部 
(4 力 所) 

ガード 



たま意) ストーブと周囲の巧燃物との 
離隔距離は1 0 Ocm 赵上必要です。 

離隔距離が'十分でないと乂災の原因に 
なる恐れびあります。 




















































































■油タンクの取巧け 


SV-1 曰 12BS • 2012 BS 


1 •油タンク側面にタンク固定金具 
を引っ掛け、固定しでください。 



2 •送油 ホース 継手の ス IJ ー ブを引 
きちどしなびらプラグに押し込 
むと「カチツ」と音びしで固定 
されます。 



■油タンクの組み立てと据巧け（別売品) 


参組み立では油タンク付属の取扱説明書に従って巧っでください。 

参油タンク油面はス I -ーブ本体設置床面より高さを 30 cm から 2 m 必内で設 
置しでください。 

参油タンクとストーブとの送油管の間に必すごみを除くためのオイルフイ 
ルタを取り付けでください。送油経路にごみびたまるとな油の流れを妨 
げで十分な乂力び出なくなります。 

参油タンクの据付けは、各地の乂災予防 
条例に従ってください。 

•油タンクは、ストーブとの間に防乂上 
有効な壁などがない場合は、 2 m 必上離 
しでください。乂災の原因になります， 

参油タンクは、油タンク内の油面びス 
トーフ''設置床面より 2 m 必上高くなると 
ころには据付けないでください。 

油び定油面器よりあふれ出ることびあ 
ります。 

•油タンクは熱-振動-衝撃の少ない場 
所に据付けで < ださい。 




II 

2 m 切上 


n _ r 

V ) 


ゴム製送油管の取付けち 

A 注意 I ゴ厶製送油管は屋外で使用し 
ないでください。 



•ゴム製送油管は、 J に - S 3022 「石油燃焼機器用ゴム製送油管」に合格したち 
の必外は使用しないでください。 

•コム製送油管は、きつく巧け'たりかめたりしないよラにしでください。 

•紫夕 I 線び当たると劣化び早くなります。曰光び当たらないよラにしでくださ 
い。 

•ゴム製送油管の上に物をのせたり、重量物びのったりしないよラにしでくだ 
さい。灯油の補給び巧げられます。 

参コ''厶製送油管にコ''厶製送油管締付バンド 
をはめでから、油タンクとス I フ''の！]'' 

厶管□に十分押し込み、コ''厶製送油管締 
付バンドで強く締付けでください。 



参コ''厶製送油管の途中び山おになったり、 
ちつれたりしでいますと、空気びたまっ 
でな油び流れないことびあります。平に 
なるよラに直しでください。 


X 


mWA 




mm 



■燃焼 U ングの取巧け確認 

参燃焼筒ふたを外しで一旦燃焼 IJ ングを取り出し、刻 E ロタき（上）を上にしで、 
ポツトバーナの内部のピンの上に正しくのせ直しでください。 



G ごま意）燃焼リングび傾いで取り付けられたり、ポツトパーナの空気穴をふさいでいたりすると黒煙を出したり、異常燃焼します。 


■電気配線 

参電源プラグは、必す適正配線された単相 100 V のコンじントに差し込んでください。 
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回煙まの取付け 


煙突の径 


•煙突は、直径 106 mm (3 寸5分)を使用しでください。 

•さびやすい素材の煙突は、腐食やさびにより煙突びふさびれたりしますので、使用しないでください。 


横引を、立ち上びりの標準寸法 


参煙突の立ち上びり、横引きの標準寸法は、立ち上びり約 3.6 m (4 本）、横引き約 1.8 m (2 本）です。 
横引きび標準寸法より長くなる場合は、その長さの1/2を立ち上びりに追加しでください。 

(結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m 必内にしでください。） 

参屋外の立ち上びり部の下端には、水抜きをつけで雨水び入るのを防いでください。 

参横引きは10分の1必上の上り勾配になるよラにしでください。 

参横引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲）は3個じ(下になるよラにしでください。 

また、露受けアダプター（別売品）などの取り付けちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 
参1本の煙突を他のストーブなどと巧用することは避けでください。燃焼び悪くなります。 


煙突先端（トップ）の位置 


•煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cm 必上離しでください。 

•煙突トップから水平距離1 m 必内に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cm 必上離しでください。 
•窓などの開□部からは、 1 m 必上離しでください。 

•煙突トップの位置は建物-立木などの状態をみで、あらゆるち向の風が'通り抜ける位置にしでください。 


トツプの开列犬 


»煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H おトップ」を取巧けでください。 

ドラフトレギュレータ（別売品）の取付け 


么ま意1 煙突の引き(ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 ドラフト レギュレータ 

次の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ ( DR -1) を取付けでください。 

• 集合煙突に接続する場合 ♦ 標準寸法必上に立ち上びりび高い場合 ♦ 風び強くで炎び洗むよラな場合 


4 . 


集合煙突を利用ずる場合のご注意 


参集合煙突に差し込む先端は 
図のよラにしでください。 


漏れ止め 



参2つ必上のストーブを使用する 
ときは、横引部分の長いちを上 
にしでください。 



集合煙突の経の％ 

参集合煙突を利用する場合は、設置ちまなどについで必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンタ 
一にご相談しでください。 


煙突の取り付け図 



結露水の処理 


•煙突の先端から水平距離1 m 必内に建物の軒びある場合は、その軒から 60 cm 
必上高くすること。 

L •煙突の先端から 1 m 必内に建物の開□部（窓）びないこと。 J 

•※巧ブまは、煙突び本体から 1.8 m を越える場合は 15 cm な上。 

参煙突は、固定を具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 

•設置の場合は当該地区の乂災予防条例にしたびってください。 

•風の強い地域では、必す、ドラフトレギュレータを取巧けでください。 

•結露かび出る場合には、露受けアダプターを取巧け排出した結露かは、容器に受けで 
ください。 

〔結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m 必内にしでください。） 

※左図では可燃物までの離隔距離を示しでいますび、保守点検や性能維持のため、 
不燃物などの場合ち左図離隔距離をとつでください。 


参煙突の横引き部に結露水び出る場合は、別売の露受けアダプター ( USB -1) また、集合煙突の凍結予防には集合煙突 
凍結防止ヒータ ( USB -3) をご使用ください。販売店にご相談ください。 
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宜試運転 

試運乾は使用客とご一緒に必す巧つでください。 

運転準備 


ま意 1 電源プラヴをコンたントに根元まで確実に差し込んでくださし、。 

参油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしでください。 

参送油経路やス I -ーブより油漏れびないか確認しでください。 

参安全装置をじットしでください。 


〔♦巧震自動消乂装置たットレバーのじット•油量調節器 ut ットレバーのじット] 
参油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみは「消乂」に合わせでおいでください。 


運乾 


SV-1512BS • 2012 BS 


1 •ミ由量調節ダイヤルの「点乂」を矢巧に含わ 
せます。 

2•電源スイッチ「入」を押しでください。 
ヒータランプび点なしで点乂ヒータびホ熱 
し、しばらくすると着乂します。 

3 •ヒータランプ消な（点乂後15分位）後、ミ由 
量調節ダイヤルを目盛「1」〜「6」の間 
で調節し、乂力び変化することを確かめで 
ください。 



SV-1512B • 2012 B 


1 .ミ由量調節つまみの白線を「点乂」に含わせ 
ます。 

2•電源スイッチ「入」を押しでください。 

ヒータランプび点なしで点乂ヒータびホ熱 
し、しばらくすると着乂します。 

3 •ヒータランプ消な（点乂後15分位）後、 
ミ由量調節つまみを目盛「1」〜「6」の間 
で調節し、乂力が'変化することを確かめで 
ください。 



•ネリめでお使いになるときは、ストーフ''内の送油管に巧油びみたされでいませんので、炎び立ち消えることびあります。この場合は、 
一旦消乂しで、ちえるのを待つでからちラー度点乂しでください。 

参ネリめでお使いになるときは、耐熱透料などび焼がくまで煙と臭いびでます。窓をあけで部屋の換気を巧つでください。 

•ドラフトの関係で炎は多少変化することびありますび異常ではありません。（炎び片燃えなどする場合は、煙突の設置が態など 
を確認しで < ださい。） 


消义 


SV-1512BS • 2012 BS 


1 •ミ由量調節器 ijt ットレノ'^一を"カチン"と音 
びするまで巧し上げでください。 

2.ミ由量調節ダイヤルの「消乂」を矢のに含ね 
せます。 


3 •乂び消えたことを確かめたら電源スイッチ 
「切」を押しでください。 


4 •ミ由タンクの送ミ由バルフ''を閱じでください。 



• a 駆 m 


SV-1512B • 2012 B 


1 . ミ由量調節器リじットレノ'^一を"カチン"と音 
びするまで巧し上げでください。 

2. ミ由量調節つまみの白線を「消乂」に含わせ 



ます。 


3 •乂び消えたことを確かめたら電源スイッチ 
「切」を押しでください。 

4 •油タンクの送油バルフ''を閱じでください。 





ノ 


•消乂後は必す電源スイッチを巧っでください。「入」のままにしでおきますとしばらくしでヒータランプが'点灯し、点乂ヒータ 
が'ホ熱したままとなります。 

•正常運転しない場含は、13ページ「故障•異常の見分けちと処置ちま」を参照しでください。 

•長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運転」のま順にしたびい、試運転を巧ってください。 

A ま意 I 巧めてお使いになるときのま意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗装やパッキンなどび焼き付くまで煙と臭いび出ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を巧ってください。また、小鳥や動物などに影響する場合び考えられま 
すので、この間は部屋に入れないでください。 


参お部屋の窓を少し開け、半曰から1曰程度「大乂力」運転をしでください。 


因廃案ずるときのを意 

参ストーブを廃棄処分するときは、定油面器のな油を抜き取っでください。 

な油び入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 
必すお買い求めの販売店またはおおくコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 
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名古屋市熱田区桜田町 16-1] 干4日 6-0004 

岐阜市六条南 2-7-8 〒500 -83 已8 

静岡市駿巧区高松 2-1 己-30 干 422-8034 

沼津市西椎路 888-1 〒4] 0-0303 

津市高茶屋 3-29-38 〒已1 4-0 呂19 

名ち屋市熱田区桜田町1 6-1] 〒4己 6-0004 


TEUO 已 2)746-6600( 代表） 
TEL (0 已 8)268 —7已已已(代表） 
TEL (0 已 4)238 —000已(代表） 
TEL (0 已已 )968 —62 ] 0(代表） 
TEUO 己 9)234-8471 (代表） 
TEL (0 已 2)74 巨一6603(代表） 
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FAX (0 己 4)238-0006 
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FAX の已 9)234-8472 
FAX (0 己 2)884 —6已己4 


吹田市南金田1 -8-47 干已 64-0044 

彦根市正法寺町南出78 〒日 22-0024 

京都市伏見区竹田段り I 原町211 〒日1 2-8414 

福失□山市荒巧!東田 T 巨8 干 620-00 巨1 

神戸市西区枝吉己-132 干6己1 -2 133 

高松市今ま町1 -8-5 〒 760-0078 
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吹田市南金田1 -8-47 〒已 64-0044 


TEL (06)6380-21 11(代表） 
TEU 0749)24 -日239(代表） 
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TEU 0773)22-0827( 代表） 
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TEL (089)9 巨8—73己](代表） 
TEU 06)6386 -己670(代表） 


FAX (0 巨)巨38巨一72巨2 
FAX (0749)26-21 16 
FAX (07 己) 643-0870 
FAX の 773)23-7 己92 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 87)83 己一0160 
FAX (089)968-73 已3 
FAX (0 巨)638巨一已已88 


広島市安佐南区お園 3-27-20 〒731 -0 138 

米子市巨ク JI 町 [23 己-] 干已 83-003 巳 

岡山市 j ヒ区辰己3已 -] 03 干700 -097 巨 

周南市徳山字ーノ井手已631 -4 〒74己-0882 

広島市安佐南区ネ氏園 3-27-20 〒731 -0 138 


TEL (082)871 -3310(代表） 
TEL (08 已 9)33 — 8] 已7(代表） 
TEU 0 S 曰) 243-77 己1 ( 代表） 
TEL (0834)22 —已已日7(代表） 
TEL (082)871 -331已(代表） 


FAX の 82)87]-3306 
FAX の8已 9)23-0709 
FAX (086)243-7 191 
FAX (0834)22 —已己89 
FAX の 82)871-0272 


福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

化九州市ル倉：]ヒ区愛ち 2-6-4 干 803-0828 

長崎県西彼杆郡時津町左底郷お田 74- 1干8己1 -2 106 
熊本市尾ノ上 1-11-12 干 862-09] 3 
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宮幢市霧島 3-59-2 干 880-0032 

鹿児島市田上 7- 16-已 干 890-0034 
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TEL (093)592-86]] (代表） 
TEU 09 己) 882-77 10(代表） 
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TEU 098 己)29-]曰80(代表） 
TEL (099)281-1321 (代表） 
TEU 092)474-600]( 代表） 


FAX (092)474 —已77已 
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FAX (09 日) 369-6323 
FAX (0 g 7) 己23—已1巨2 
FAX (098 己)2己一068己 
FAX の 99)28]-12 已2 
FAX の 92)474 -日414 


東ミ毎地区 


近畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


関東地区 


さいたま市化区宜原町1 -674-2 
水戸市笠原町 653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 
宇都宜市築瀬町2313 
太田市高林ま町237己 
高幢市問屋町西 1-3-22 

東京都化区豊島 8-4-8 
立川市高松町 1-22-3 
松戸市高塚新田9己-己 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 
東京都北区豊島 8-4-8 


干33 1-08] 2 TEL (048) 巨己1 一] 722(代表） 
干3 ] 0-08 己2 TEL (029)24 1 -21 72(代表） 
干30己-08巨1 TEL (029)839 —已32已(代表） 
干32 1-0933 TEL (028) 巨32—已] 〇已(代表） 
干 373-082 已 TE し (027 曰)38—巨已 7] (代表） 
干 370-0007 TEL (027)36 1-4806(代表） 

干]1 4-0003 TEL (03)3927 -り己1(代表） 
干] 90-00 11 TEL (042) 己] 9一已27 ] (代表） 
干 270-2222 TEL (047)31 2-8330( 代表） 
干24己-00日3 TEL (04 已 )8 己2—4008(代表） 
干409 -38 巨6 TEL (0 已已 )2 己8—]已67(代表） 
干]] 4-0003 TEL (03)3911-1131 (代表） 


FAX (048)6 己]-6370 
FAX (029)241-4268 
FAX (029)836-1913 
FAX (028) 日32-已20已 
FAX (0276)38 —已已08 
FAX の 27)36]-9 139 

FAX (03)3927-1 160 
FAX (042) 己 28-2382 
FAX の 47)3] 2-8338 
FAX (04 已 )8 已2—已已40 
FA ><(0 已已 )268 —]己巨9 
FAX の 3)3927-1 130 


沖縄地区 


ミ中縄営業所宜野湾市宇地泊 738 

シーサイド- パーク 102 


干 901 -2227 TEL(098)897 —已 677( 代表） FAX(098)897 —曰已 79 


15121102 


なぶ含な 


干9已日-8日1日新漏県王条市東新保7-7 
TEL(02 已 6) 32-21 11 く代表〉 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


信越地区 


新 漏 支 店 
新潟ま営業所 
長野営業所 
松本営業所 
信越地区サービスセンター 


王条市巧溯 3-2-1 已 
新漏市ま区江南 1-6-4] 

長野市大豆島日 312 
松本市を賀大义保原 78 已 2 
兰条市曲ミ郑 3-2-1 已 


干9己己-08已4 TEL (02 已 6)32 —2 ] 26(代表） 
干9已 0-08 已已 TEL (02 已 )286 —9 ] 31(代表） 
〒3呂1 -0022 TEL (026)22 1一已]]](代表） 
干 399-0033 TEL (02 巨 3)2 巨一00已1(代表） 
干9己已 -08 日4 TEL (02 己日)32—2 ] 29(代表） 


FAX (02 已已 )3 己一8己] 9 
FAX (025)286-3313 
FAX (026)221-0039 
FAX の2日 3)2 己一996] 
FAX (0256)32—2137 


北陸地区 


金 

沢 

支 

店 

金お市駅西新町 1-1-2 己 

干 920-0027 

TEU 076)260-0 已67(代表） 

FAX の 76)260-077 已 

富 

山 

営 

業 

所 

富山市田中町 2-3-1 己 

干930 -098 已 

TEL (076)444-0 已日7(代表） 

FAX (07 日) 444-06 ]] 

福 

井 

営 

業 

所 

福井市和田東 1- 曰07 

干 9] 8-8237 

TEL (0776)23 —〇已已7(代表） 

FAX (077 已 )23 —〇已80 

北陸地区 

サービスセンター 

金沢市駅西新町 1-1-2 已 

干920 -0027 

TEL の 76)260-0038( 代表） 

FAX の 76)260-0738 


お客様ご相談窓口 


お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のおお<の窓□に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご了承 
<ださい。 


•アフターヴービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 

函 @01 20-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除く) 


携帯電話 ‘ PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


化海道地区 


化東化地区 


化 

幌 


支 

店 

札幌市白石区平和通16 了目南1 - 19 

干003 -0028 

TEUOl 1 )864-0440( 代表） 

FAX の]り 863-31 已4 

旭 

ill 

営 

業 

所 

旭川市東旭川南1条 2 T 目2-已 

干078 -8261 

TEUO 1 66)37-2330( 代表） 

FAX (0] 日 6)37-2338 

化 

見 

営 

業 

所 

化見市卸町1了目 1-3 

〒〇 90-00 己巨 

TEUOl 己 7)36-9009( 代表） 

FAX (0] 已 7)36 —已9已9 

ill 

路 

営 

業 

所 

訓路市花園町 4- 17 

干08已 -0038 

TEUOl 已 4)24-4] 91(代表） 

FAX (0]54)24—045] 

帯 

広 

営 

業 

所 

帯広市西18条化1了目] 7-1 

〒〇呂 0-0048 

TEUOl 己己)3己一7曰] 8(代表） 

FAX (0] 已曰 )3 己一7己] 0 

函 

館 

営 

業 

所 

函館市西お梗町2 1-2 

干041 -0824 

TEUOl 38)48-6070( 代表） 

FAX (0138)48-6080 

北ミ毎道地区サービスセンター 

札幌市白石区米里3条2了目日-2己 

干003 -0873 

TEUOl 1 )879-2121 (代表） 

FAX (0 1 1)871 -2400 


青 森 支店 
青森地区サービスセンター 
八戸営業所 
八戸地区サービスセンター 
弘前営業所 
弘前地区サービスセンター 
盛岡営業所 
水沢営業所 
盛岡地区サービスセンター 
が田営業所 
が;田地区サービスセンター 


青森市古館1了目] 2-38 〒〇 30-0946 

青森市ち館1 T 目] 2-38 〒〇30 -094 日 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 〒〇31 -0073 

弘前市田園 1-2-1 〒03日-808目 

弘前市田園 1-2-1 干 036-8086 

盛岡市門2-] -42 干020 -0823 

奥州市水沢区水沢工業団地4 了目79 〒〇 23-0002 
盛岡市門2-] -42 干020 -0823 

秋田市泉中央 4 T 目 4- 18 干01 0-0917 

が田市が旭 j 11王千刈 109-1 〒〇1 0-0802 


TEL (0 1 7)742 —82已已(代表） 
TEL の1 7)743-297 1(代表） 
TEUO 1 78)24-5289( 代表） 
TEUO 1 78)47 -日曰09(代表） 
TEUO 1 72)28-391 0(代表） 
TEUO 1 72)26-4770( 代表） 
TEL (01 9)622-4791 (代表） 
TEUO 197)22-41 已己(代表） 
TEUO 1 9) 日 04-028 1(代表） 
TEUO 1 8)864 -已67 ] (代表） 
TEUO 1 8)864-521 9(代表） 


FAX の] 7)742-827 已 
FAX (0] 7)743 -川呂 
FAX (0 1 78)4 己一4290 
FAX (0] 78)71 -1344 
FAX の] 72)28-019] 
FAX (0172)29-1 133 
FAX (0]9) 已22—已244 
FAX(m 97)22-44 已2 
FAX (019)604-0283 
FAX (0 1 8)864-8468 
FAX (0]8)8 曰4一已7己0 


南東化地区 


仙 台 支店 
山形営業所 
庄内営業所 
郡山営業所 
南栽ヒ地区サービスセンター 


仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-32 干 983-003 己 

山形市東青田 3-6-28 干 990-2423 

酒田市錦町 1-183-1 干 998-0103 

郡山市亀田1 - 己1 -9 干 963-8033 

仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-31 〒 983-003 已 


TEU 022)23 己一3 ] 8 ] (代表） 
TEL (023)642 —32已已(代表） 
TEL (0234)3 1 -0 己71(代表） 
TEU 024)938-2240( 代表） 
TEL の 22)783-] 79] (代表） 


FAX の 22)236-88 ]0 
FAX (023) 日 42-32 己4 
FAX (0234)3]-0 已 8] 
FAX (024)938-3021 
FAX (022)783-1792 


店所所所所」 
夕 

支業業業自化 
業む 
屋営営営 - 
ヴ 
営 

古阜岡津区 
地 

名岐静お津 k 


店所所所所所所^ 

^業業^業業業 
支営 イ 
営営営営営サ 
ち山艇 
P 根都知戸松山酬 

大彦京福巧高松^ 


店所所所」 

こ 業麵賊 
支 な 
営営営^ 

^テ山山区 

広米岡徳 f 


店所所所所所所卜 
:業つ 


業 


支 


業業業業^店 


営 営じ 
営営営営 - 
州 島ヴ 

九崎本分崎児眶 

福化長熊大宮鹿加 


岡. 


店所所所所所店所所所所^ 

支業業業業業支業業業業が 

営営 内 
東営 営営圏営営営営一 
ば宜 t 

関戸<都田崎都川葉お府卫 

化水つ宇太高首立千横甲 i 
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対象部分 


期間 

愼冒媒) 


★お買いあげ日 


年 月 


曰 


思 を 本 


販 

売 

店 


イ王尸斤-店名 


電話 （ 


♦お客様にお願い 

お手数ですび、ご住所、お名前、電話番号をわかりやす<ご記入<ださい。 

販売店の記載びないとさは、それを証明する領収書などび必要となりますので、一緒に保管して<ださい。 

《無料修理規定》 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で保証期間中に故障した場合には、 
お買いあげ販売店び無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に依頼してく 
ださい。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に要する実費を 
申し受けます。また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となります。 

3. ご転居の場合は事前にお買いあげ販売店にご相談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入してあるお買いあげ販売店に修理びご依頼でさない場合には、コ□ナ 
お客様ご相談窓□をご覧の上、おおくの窓□にお問合せください。 

5. 次の場合には保証期間内でも有料修理となります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(□) お買いあげ後の取付場所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害および、変質灯油、不純灯油、異質油（打油 
外の油又は混入）、シ U コン配合商品び原因による故障および損傷 
(-) 定 S も占検の营用 

(ホ）一般用！;1外（例えば、温室暖房や車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障および損傷 
(へ）本書にお買いあげ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書さ替えられた 
場合。通信販売などでご購入したとさは、商品の送り状•領収書などの提示びない場合 
(卜）本書の提示びない場合 

(チ）点検整備、および消耗品 （0 U ング、各種パッキン類、ゴム製送油管）の交換をされる場合 

6. 本書は日本国内においてのみ有効です 。 This guarantee is valid in Japan only . 

7 .本書は再発行致しませんので紛失しないよう大切に保管してください。 


修理メ f 


※この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。 

従ってこの保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、およびそれ！;(外の事業者に対するお客様の法 
律上の権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
あげの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問合せください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは取扱説明書（本書の1己ぺージに記載）を 
ご覧ください。 

※アフターサービスや製品についてのお問い合わせは、お買いあげの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談 
窓口 »»の22ぺージに記載）にお問い合わせください。_ 

株ぶ含な 3 U • 

干9已日 -8510 新漏県兰条市ま新保7-7 
TEL(02 曰 6) 32-21 11〈代表〉 

206WA0055 -12 3 dsp 24 ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


石油ストーブ保証書 


型式 

ご購入機種に〇をた 

t けて < ださい。 

SV -151 SBS 

SV -151 SB 

SV - S 01 SBS 

SV - S 01 SB 

★ 

お 

客 

様 

ぉ名前 様 

ご住所〒 （ 一 ） 

電話 ( ) — 


本書は、本書記載内容で無料修理を行なうことをお約 
束するちのです。 

お買いあげの曰から左記期間中故障び発生した場合 
は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に修理を 
ご依頼ください。 

•ご販売店様へ 

お買いあげ曰、貴店名、住所、電話番号を記入の上 
(★印欄に記入のない場合は、無効となります）、 
本書をお客様へお渡し < ださい。 


保証期間 



































